
（２）

　

二
月
五
日
（
土
）
の
十
時
か
ら
葉
山
町
福

祉
文
化
会
館
大
会
議
室
に
お

い
て
、『
葉
山
町
教
育
総
合

プ
ラ
ン
（
中
間
案
）』
の
「
町

民
公
聴
会
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
当
日
の
会
場
に
は
、

約
四
〇
人
が
参
集
し
て
説
明

に
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
意
見
者
と

し
て
仲
野
啓
介
氏
・
海
野
佳

子
氏
が
中
間
案
に
対
す
る
感

想
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

　

三
月
五
日
に
予
定
さ
れ
て

い
る
葉
山
町
教
育
総
合
プ
ラ

ン
「
キ
ッ
ク
・
オ
フ
大
会
」

を
経
て
策
定
委
員
会
よ
り
教

育
長
に
答
申
さ
れ
て
か
ら
、

こ
の
総
合
プ
ラ
ン
が
ど
う
施

策
に
生
か
さ
れ
て
い
く
か
が

町
民
の
大
き
な
期
待
と
な
っ

て
い
る
こ
と
が
会
場
一
帯
に

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
と

同
時
に
、
総
合
プ
ラ
ン
の
中

の
『
葉
山
ら
し
さ
』
を
反
映

さ
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
参
加

者
の
強
い
思
い
が
伝
わ
っ
て

く
る
会
で
し
た
。

　

今
年
で
十
四
回
目
に
な
る
葉
山
町
小
・
中

学
校
作
品
展
が
葉
山
町
立
図
書
館
ホ
ー
ル
・

研
修
室
１
で
二
月
一
日
（
火
）
ま
で
開
か
れ

ま
し
た
。

　

町
内
六
校
か
ら
出
品
さ
れ
た
作
品
総
数
は

一
六
九
一
点
で
、
絵
画
部
門
六
五
五
点
、
立

体
等
部
門
五
五
九
点
、
硬
筆
・
毛
筆
等
部
門

四
七
七
点
が
所
狭
し
と
飾
ら
れ
て
い
ま
し

た
。
学
年
に
沿
っ
た
多
種
多
彩
な
作
品
ば
か

り
で
ど
の
作
品
か
ら
も
子
ど
も
た
ち
が
創
作

し
て
い
る
と
き
の
生
き
生
き
と
取
り
組
ん
で

い
る
様
子
が
伝
わ
っ
て
く
る
よ
う
で
し
た
。

　

来
場
者
の
数
も
、
昨
年
よ
り
も
約
二
五
〇

ぐ
ら
い
上
回
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
こ
れ
は

好
天
に
恵
ま
れ
た
こ
と
と
、
葉
山
町
の
中
に

し
っ
か
り
と
小
・
中
学
校
作
品
展
が
定
着
し

て
き
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。  
葉
山
町
の
子
ど
も
た
ち
の
常
日
頃
の

学
習
の
成
果
を
、
一
つ
の
場
所
で
、
じ
っ
く

り
と
味
わ
え
る
こ
の
作
品
展
を
今
後
も
よ
り

充
実
し
た
も
の
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
のの
びび
のの
びび
発
想
が
形
に
色
に
…
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平
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七
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五
日
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文
化
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（
ホ
ー
ル
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全
国
都
道
府
県
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
が
平

成
十
七
年
一
月
二
十
三
（
日
）
に
広
島
県
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
駅
伝
の
第
二
区
中

学
生
区
間
（
三
〇
〇
〇
ｍ
）
に
葉
山
中
学
校

陸
上
部
三
年
の
川
村
駿
吾
さ
ん
が
神
奈
川
県

代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
大
会
を

終
え
て
の
感
想
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

「
今
回
の
都
道
府
県
対
抗
駅
伝
は
、
自
分
に

と
っ
て
初
め
て
の
全
国
規
模
の
大
会
で
し

た
。
大
会
当
日
、
朝
起
き
て
か
ら
タ
ス
キ
を

受
け
取
る
瞬
間
ま
で
、
緊
張
感
で
一
杯
で
し

た
。
一
区
の
高
校
生
か
ら
タ
ス
キ
を
受
け
取

り
、
走
り
始
め
て
ま
も
な
く
、
沿
道
か
ら
の

『
神
奈
川
頑
張
れ
！
』
と
い
う
声
援
の
す
ご

さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
声
援
に
よ
っ

て
、
今
ま
で
の
緊
張
を
集
中
に
変
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
結
果
的
に
は
、
前
を
走
る

富
山
県
・
青
森
県
の
二
県
の
選
手
を
抜
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
に
出
場
で
き
た
こ
と
は
、
自
分

に
と
っ
て
良
い
経
験
に
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
走
り
終
え
て
自
分
の
区
間
の
成

績
を
見
て
、
改
め
て
自
分
の
力
不
足
を
感
じ

ま
し
た
。
こ
の
先
、
今
大
会
で
記
録
の
良

か
っ
た
他
県
の
選
手
に
勝
て
る
よ
う
に
精
一

杯
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。」

　

川
村
選
手
の
更
な
る
活
躍
を
期
待
し
て
い

ま
す
。

葉
山
中
三
年　

川
村 
駿
吾
さ
ん

全
国
都
道
府
県
対
抗
駅
伝
大
会
に
出
場
　

葉
山
町
子
育
て
地
域
教
育
会
議
に
よ
る

「
葉
山
町
子
育
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
平
成

十
七
年
二
月
三
日
十
時
か
ら
葉
山
町
福
祉
文

化
会
館
大
会
議
室
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
合
テ
ー
マ
を
「
子
ど
も
た
ち
の
明
日
を
語

る
」
�
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
協
働
で
で
き

る
こ
と
�
と
掲
げ
、
初
め
に
「
豊
か
な
体
験

が
子
ど
も
を
育
て
る
」
と
題
し
て
佐
藤
晴
雄

氏（
帝
京
大
助
教
授
）
が
講
演
さ
れ
、
次
に
永

野
肇
氏（
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）と
シ
ン
ポ
ジ

ス
ト
の
金
田
敦
子
氏
・
奥
村
文
隆
氏
・
�
木

鷹
夫
氏
が
熱
心
に
思
い
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

平
成
十
六
年
度　
　
　
　
　
　
　

　

葉
山
町
子
育
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
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小
・
中
学
校
で
は
、
現
在
、
子
ど
も
た
ち

に
豊
か
な
人
間
性
と
「
確
か
な
学
力
」
を
育

む
た
め
の
よ
り
よ
い
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い

て
研
修
を
深
め
て
い
ま
す
。

　

各
中
学
校
に
お
い
て
は
、
平
成
十
四
年
度

か
ら
学
校
ご
と
に
、
目
標
に
準
拠
し
た
評
価

（
い
わ
ゆ
る
絶
対
評
価
）
や
学
校
行
事
等
の

教
育
活
動
全
般
の
見
直
し
と
改
善
に
つ
い
て

検
討
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、「
生
徒

一
人
ひ
と
り
が
確
実
に
学
力
を
育
む
学
校
教

育
の
在
り
方
」
を
実
現
す
る
に
は
三
学
期
制

よ
り
も
、
学
習
の
継
続
期
間
が
長
い
二
学
期

制
の
ほ
う
が
適
し
て
い
る
と
判
断
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
夏
季
休
業
も
一
学
期

の
期
間
に
含
ま
れ
ま
す
の
で
、
個
々
の
力
に

応
じ
た
補
習
等
が
可
能
に
な
り
、
学
習
の
連

続
性
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の

よ
り
よ
い
学
び
に
つ
な
が
る
だ
ろ
う
と
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
育
委
員
会
が
定
め
た
小
・
中
学
校
の
管

理
運
営
に
関
す
る
規
則
に
よ
り
、
二
学
期
制

と
す
る
場
合
は
、
一
学
期
を
四
月
一
日
か
ら

十
月
の
第
二
月
曜
日
ま
で
、
二
学
期
を
十
月

の
第
二
月
曜
日
の
翌
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三

十
一
日
ま
で
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
た

だ
し
、
休
業
日
に
関
し
て
は
、
学
校
裁
量
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
小
学
校
に
お
い
て
は
、
児
童
の
発

達
段
階
に
応
じ
た
生
活
の
リ
ズ
ム
を
重
視
す

る
こ
と
と
、
学
習
内
容
が
短
期
で
身
に
付
け

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
三
学
期
制
を

行
い
ま
す
。

こ
の
四
月
、中
学
校
で

「
二
学
期
制
」ス
タ
ー
ト
！


